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 令和６年７月２日（火）に、毛呂山中学校において、第２回毛呂山中学校区学校運営協

議会を行いました。今回は、協議会の内容をお知らせします。 

 最初に、毛呂山町教育委員会の髙沢 佳弘教育長がご挨拶

されました。次に、毛呂山町教育委員会事務局から、毛呂山町

立小・中学校編成計画についての説明がありました。 

毛呂山町のＷｅｂサイトでは、毛呂山町立小・中学校編成計

画について、次のように示されています。 

教育委員会では未来を拓く人づくり（小中一貫教育）プロジェクト基本方針の理念を

推進し、現在の教育的課題を解決するため、学校編成の実施時期と施設形態等を示した

「毛呂山町立小・中学校編成計画」を令和６年３月に策定しました。本計画により小中

一貫教育の更なる充実と児童生徒により良い教育環境を整備してまいります。                 

この編成計画は、右の二次元バーコードから見ることができます。なお、こ

の編成計画は全部で２７ページにあります。今回の協議会では、事務局から、

簡潔にまとめていただいた資料を用いて、概要の説明がありました。今回は、

説明があった内容の中からポイントを絞ってお知らせします。 

１ 公立小・中学校の適正規模・適正配置について 

  文部科学省「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」（平成２７年

１月）によると、小・中学校では一定の集団規模「小学校は１学年２学級以上」「中学校

は９学級以上」が、児童生徒の豊かな経験を確保するために望ましいということです。 

２ 毛呂山町の児童・生徒数の推移について 

  毛呂山町の児童・生徒数は、以下の表のとおり減少していきます。なお、数値は、

令和５年５月１日現在のものです。 

令和１１年度を太枠で囲みました。令和１１年度の児童・生徒数は、令和５年度の約

７割まで減少します。また、令和１１年度から泉野小、光山小において、全ての学年が

１学級になるということです。 

 Ｈ2 Ｈ12 Ｈ22 Ｒ2 Ｒ5 Ｒ9 Ｒ11 Ｒ13 Ｒ15 

児童数 

（小学校） 
2,902 2,045 1,839 1,291 1,131 902 774 724 704 

生徒数 

（中学校） 
1,764 1,181 909 754 670 543 497 411 357 

合計 4,666 3,226 2,748 2,045 1,801 1,445 1,271 1,135 1,061 

毛呂山町立小・中学校編成計画 



 ３ 小・中学校施設の建築年度について 

  毛呂山中は建築後５１年、毛呂山小は建築後５２年、泉野小は建築後４４年が経過し

ています。全ての町立小・中学校が建築後４０年以上経過しています。毛呂山町の教育

には「児童生徒数の減少」「学校施設の老朽化」等、先送りできない課題があります。 

４ 小中一貫校の施設形態について 

  毛呂山中学校区は、毛呂山小と泉野小を統合し、隣接した敷地、施設を利用した施設

隣接型小中一貫校の令和１１年度開設を目指しています。小中一貫校では、「①教育内容

の充実」「②児童生徒の交流」「③家庭・地域との連携」等が進みます。 

事務局による説明の後、次のような委員と事務局のやりとりがありました。 

Ｑ．廃校後の施設はどうなりますか。 

Ａ．体育館は避難所として利活用する等、広く町民の皆様が利用できるようにします。 

Ｑ．関係者への説明が重要ではないでしょうか。 

Ａ．ちらし、ＨＰ等を活用し、広く周知していきます。 

Ｑ．進捗状況等をＰＲするとよいと思います。 

Ａ．いろいろな小中一貫教育の成果をＰＲします。 

Ｑ．教員数が減ると、先生方の過重負担になりませんか。 

Ａ．教員の仕事分担が整理され、現行より負担が軽減されます。 

Ｑ．教科センター方式で児童生徒が自ら学びに行くのはよいアイデアです。 

Ａ．学ぶ内容は変わりませんが、児童が主体的に学ぶ環境づくりが進みます。 

Ｑ．小中一貫校のよさや必要性が、より一層町民に伝わるとよいと思います。 

Ａ．小中一貫教育の取組や小中一貫校の編成計画を広く周知していきます。 

Ｑ．統廃合で毛呂山町立小・中学校の魅力が高まるとよいです。持続可能性 

  を考えると統廃合はよい方策です。 

Ａ．ぜひ、編成計画案の説明動画（右の二次元バーコード）をご覧ください。 

その他、委員から「小中一貫校は大いに賛成。町が一致団結して進めてほしい」「先生方

や保護者へのヒアリングを行うとよい」「先生方の負担が減るとよい」「子供たちが自ら学

びたいと思う授業を実現してほしい」「通学やＰＴＡ組織の検討が必要である」「廃校では

なく、みんなで利用できるというイメージができるとよい」等の意見が出ました。 

次回は１０月に行います。各学校の課題等について会議を行う予定です。なお、以下の

二次元バーコードから各学校のホームページを見ることができます。ぜひ、ご覧ください。 

毛呂山中学校区 各学校ホームページ  ～ ご覧ください ～ 

毛呂山町立毛呂山中学校 

 

毛呂山町立毛呂山小学校 

 

毛呂山町立泉野小学校 

 


